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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

中山守雄・教授 幹事 日本分析化学会九州支部 

中山守雄・教授 金属の関与する生体関連反応シンポジウム評議員 日本薬学会 

中山守雄・教授 薬剤師国家試験問題検討委員会衛生部会幹事 日本私立薬科大学協会 

中山守雄・教授 理事 長崎県薬剤師会 

中山守雄・教授 実務実習委員会副委員長 長崎県薬剤師会 

中山守雄・教授 試験検査委員会副委員長 長崎県薬剤師会 

淵上剛志 
・准教授 

Editorial board member Journal of Oleo Science 

淵上剛志 
・准教授 

Editorial board member Scientific Reports 

淵上剛志 
・准教授 

運営委員 放射性薬品科学研究会 

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中山守雄・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究Ｂ 
新規ジェネレータの特性に基づく多様

な 68Ga 薬剤の一元的製造システムの構築 

中山守雄・教授 日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究 
Survivinを分子標的としたマルチモーダルイ
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メージングプローブの開発 

淵上剛志 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究Ｃ 
β-ヘアピンペプチドと Survivin 結合分子を

融合した内用放射線治療薬剤の開発 

淵上剛志 
・准教授 

日本学術振興会 代表 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化） 
β-ヘアピンペプチドとSurvivin結合分子を融

合した内用放射線治療薬剤の開発 

淵上剛志 
・准教授 

日本医療研究開発機構    代表 橋渡し研究加速ネットワークプログラム 平
成 28 年度シーズ A 
がん特異的な内用放射線療法への応用を目

指した Survivin 標的ペプチドミメティクス

の開発 

淵上剛志 
・准教授 

グラクソ・スミスクライン株式会社 代表 2015 年度 GSK ジャパン研究助成 
脳内 α─シヌクレイン凝集体の画像化を目的

とした分子プローブの開発及び創薬への応

用 

淵上剛志 
・准教授 

持田記念医学薬学振興財団 代表 平成 28 年度持田記念留学補助金 
がん特異的な治療診断のための survivin 
を分子標的としたセラノスティクス薬剤 
の開発 

淵上剛志 
・准教授 

SGH財団 代表 第 28 回 SGH がん研究助成金 
がん選択的な内用療法への応用を目指した

放射性ペプチドミメティクスの開発 

淵上剛志 
・准教授 

長崎大学熱帯医学研究所 代表 平成 28 年度 熱帯医学研究拠点 一般共同

研究 
多角的な小動物 PET/SPECT/CT イメージン

グ による SFTS 発症メカニズムの解析およ

び治療法の開発 

淵上剛志 
・准教授 

放射線災害・医科学研究拠点 代表 平成 29 年度放射線災害・医科学研究拠点共

同利用・共同研究 
90Y 標識内用放射線治療薬剤の開発  -放射

線障害メカニズム解析と被ばく低減のため

の分子設計- 

淵上剛志 
・准教授 

日本学術振興会 分担 
(代表者・ 
早坂大輔) 

基盤研究Ｂ 
マウスモデルを用いたウイルス感染病態の

分子イメージングダイナミクス解析 

吉田さくら 
・助教 

日本学術振興会 代表 
 

若手研究Ｂ 
必須微量栄養素セレンの脳への移行および

脳特異的保持メカニズムの解明 

吉田さくら 
・助教 

三島海雲記念財団 代表 学術研究奨励金 
魚介類由来必須微量栄養素セレンによる Aβ
蓄積抑制効果の検討 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

中山守雄・教授 
原武 衛 
   ・准教授 

アミロイド関連疾患診断組成物 
 

2004 年 
11 月 26 日 
 

2007 年 
8 月 24 日 
 

特許第 4000352 号 
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小野正博・助教 

中山守雄・教授 
原武 衛 
   ・准教授 
小野正博・助教 

アミロイド関連疾患診断組成物 
 

2004 年 
11 月 26 日 
 

2007 年 
8 月 24 日 
 

特許第 4000353 号 

中山守雄・教授 
原武 衛 

・准教授 
Ge 吸着剤 

2008 年 
2 月 29 日 

2012 年 
6 月 1 日 

特許第 5005024 号 

中山守雄・教授 
原武 衛 

・准教授 
淵上剛志・助教 

68Ge-68Ga ジェネレータおよびこれを用い

る 68Ga 含有液の製造方法 
2011 年 
10 月 21 日 

2016 年 
12 月 9 日 

特許第 6052681 号 

中山守雄・教授 
原武 衛 

・准教授 
淵上剛志・助教 

68Ge-68Ga ジェネレータ用の Ge 吸着剤 

2012 年 
10 月 19 日 
(PCT 出願) 

2016 年 
8 月 16 日 

カナダ特許 2,852,897 

淵上剛志 
・准教授 

中山守雄・教授 
吉田さくら 

・助教 
他 

Survivin 標的ペプチド 

2016 年 
10 月 28 日 
（出願未公

開） 

 特願 2016-212199 

 

その他 
○特筆すべき事項 
①淵上剛志・准教授：平成 28 年度日本薬学会物理系薬学部会奨励賞を受賞。 
②淵上剛志・准教授：平成 27 年度コニカミノルタ画像科学奨励賞を受賞。 
 


